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原油・穀物の輸入価格上昇による価格波及分析

福田洋介・近藤 巧

τbe Analysis on Ripple E旺'ectof Imported 
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1.はじめに

ここ数年で，原油，穀物をはじめとした多くの

一次産品の価格が世界的に急上昇した.原袖価格

商騰の主な原因として"C，

OPECの供給余力の縮小，中東をはじめとした地

政学的リスクの高まり"など，増大する石油需要

に対して十分供給が拡大するのかといった需給逼

迫要因，リスク増大要因に加えて，世界的な過剰

流動性の下での，大量の投機・投資資金の石油先

物市場への流入があげられる(伊藤(2)).また，

穀物価格高謄の原因として，新興国の経済発展に

伴った，食料需要の増大平変化，及ぴ，石油価格

高騰により利益を得たオイルマネー，あるいは，

アメリカの住宅投資に仕向けられていた資金の商

品先物市場への流入，サトウキピキ雑穀等を利用

するパイオ燃料生産がある(松田・高橋 (3)). 

この結果， 2∞3年8月から2∞8年8月までの5ヵ
年間で，原油・天然ガス，輸入小麦，輸入大豆，

雑穀(註1)の価格はそれぞれ.320%，169%， 93 

%， 140%上昇した(日本銀行 (5)) しかし， 9 

月15日の証券大手のリーマン・ブラザーズの経営

破綻を機に，世界的な金融危機信用収縮が世界

同時不況をもたらし，穀物需要も減少するとの見

日

方が広まったため，投機マネーが商品市場から一

斉に流出(柴田 (6))，これらの価格は下落に転

じた.

わが国は原油のほぼ全量，穀物の約7割を輸入

に頼っているため，これらの輸入価格の上昇はわ

が国の製品価格に大きな影響を及ぼしていたと考

えられる.藤川・下回 渡遁(1)は本稿と同様

のモデルを用いて，輸入原油価格の上昇による圏

内均衡価格の変化，囲内物価への影響を計測して

いるが，各部門の圏内均衡価格の変化は示されて

いない.さらに，輸入穀物の価格上昇による影響

を同様のモデルを用いて分析したと考えられる論

文は存在しない そこで，本稿では原油・穀物の

輸入価格上昇による価格設及効果(註2)を，産

業連関分析の均衡価格決定モデルを用いて定量的

に分析し，国産財の生産価格に及ぼした影響を評

価することを目的とする.

2.分析方法

本稿における分析モデルは以下のとおりである.

円建ての輸入価格ベクトルをpm，国産財の価

格ベクトルをp'，投入係数行列をA，輸入係数行

列をM，付加価値係数ベクトルをV，転置行列を
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表す記号をtとすると，価格ベクトルは， 表 1 穀物価格上昇による価格波及効呆

p'=[(I一間A]'p'+(MA)'P"'+v' 部 rl 価格(上%昇)率

と表される.これをがについて解くことにより， 1 でん扮 37.81 

が={[Iー(I一問A]-'}'[(MA)'p"'+ザ] 2 飼料 34.ω 
3 製粉 33.27 

を得る. 4 植物袖脂 31.07 
本稿では，上記の式を利用し，筑間年産業連関 5 その他の食用耕種作物 26.98 

表の3関部門表(註3)において， 1原油・天然ガ
6 ぶどう糖・水島め・異性化糖 14.18 
7 肉鶏 13.98 

スj，1麦類j，1.豆類j，1その他の食用耕種作物(註 8 豚 13.26 

4 )jの輸入価格がそれぞれ.4.2倍， 2.7倍，1.併普， 9 鶏卵 12.97 

2.4倍になったときに(註5)，固産財の生産価格
10 肉用牛 11.25 
11 と畜 9.29 

がどれだけ上昇するかを分析する. 12 その他の畜産 7.τB 
13 有機質肥料 7.23 
14 めん類 6.89 

3.分析結果と考察 15 パン額 6.73 

1 )分析結果 16 その他の食料品 6.42 

分析結呆を表1-3に示す.表1では，輸入穀
17 酪農 4.剖
18 麦類 4.20 

物の価格上昇による価格波及効果，表2は原油・ 19 調味料 3.25 

天然ガスの輸入価格上昇による価格波及効呆，表
20 油脂加工製品 2.86 
21 菓子類 2.67 

3は原油 天然ガスの輸入価格及び輸入穀物の価 22 豆類 2.48 

格が同時に上昇したことによる価格波及効呆を示 23 製革・毛皮 2.38 
24 内水面漁業養殖業 2.33 

している. 25 肉加工品 2.23 

表 lより，輸入穀物の価格が上昇した場合に， 26 酪農品 2.但

国産財の生産価格が1%以上上昇した部門は399
27 動物泊脂 2.01 
28 そう莱・すし・弁当 1.45 

部門中34部門であった.その中でも，国産財の生 29 畜産ぴん・昔、ん詰 1.39 

産価格が最も上昇した部門は Iでん粉」であり， 30 冷凍調理宜品 1.37 
31 農産ぴん・かん詰 1.36 

その価格上昇率は37.8%であった.以下は， 1飼料j 32 レトルト食品 1.18 

問 4.1%， 1製粉」由宅3.3%，1植物油脂」拘1.1%， 33 学校給食(国公立) 1.侃

「その他の食用耕種作物j古吃7.0%，1ぶどう糖
34 学校給食(私立) 1.05 
35 海面養殖業 0.97 

水あめ・異性化糖」が14.2%，1肉鶏」が14.0%， 36 農業サーピス(除獣医業) 0.96 

「豚」が13.3%，1鶏卵jが13.0%，1肉用牛」が 37 特用林産物(脅狩猿業) 0.81 
38 一般飲食庖(除喫茶唐) 0.76 

11.3%の順となった. 39 飼料用作物 0.70 

表2より，原油・天然ガスの輸入価格が上昇し 40 精毅 0.67 

た場合に，国産財の生産価格が10%以上上昇した
41 ねり製品 O.“ 
42 喫茶庖 0.59 

部門は41部門であった.その中でも，国産財の生 註1)3関部門中，価格上昇車が0.5%以上の部門を示す

産価格が最も上昇した部門は「石油製品」であり， 註2入)価「麦格類がJ2，.7「倍豆，類1」.9，倍「，そ2のA他倍のに宜な用っ耕た種時作の物価」格上の輸昇

その価格上昇率は152.2%であった.以下は， 1石 車を示す

油化学基礎製品」が"81.9%，1石油化学系方向族 価格が15%以上上昇した部門は399部門中28部門

製品j古守口五%， l'都市ガスI古雪崩.7%，1自家発電I であった.その中でも，国産財の生産価格が最も

古さ:47.3%の順となった.また，食品産業，及び良 上昇した部門は I石油製品」であり，その価格上

林水産業(以下，食料関連産業とする)の中で価 昇率は152.2%であった.以下は「石油化学基礎

格上昇率が10%以上の部門は「海面漁業」の10.6 製品」が:81.9%，1石油化学系芳香族製品」が70.6

%のみであった. %， 1都市ガスjが66.7%，1自家発電」が:47.4%

表3より，輸入穀物の価格と原油天然ガスの の順となった.また，食料関連産業の中で最も価

輸入価格が同時に上昇した場合に，国産財の生産 格上昇率が高い部門は， 1でん粉」であり，その
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価格上昇率は43.3%であった.以下は. 1飼料」 「豆類J.1その他の食用耕種作物jの輸入価格を
が37.6%.1製粉JiI'36.8%. l'植物袖脂」浩司4.9%. 2.7倍.1.9'倍， 2.4倍として分析を行ったが，伊藤

「その他の食用耕種作物j古吃9.7%の順となった. (2)はそれぞれの価格を2倍にして分析を行って

いる.伊藤 (2)の分析によると.1大国.1')、望日，

2)考聖書 「飲料用作物J.1飼料用作物」の価格が全て同時
ここでは，上記の結果と本稿とは異なる分析枠 に1∞%上昇することで.1製粉」カち62%.1麺・

組みを用いたと考えられる伊藤 (2)の結呆とを パン類」語句.8%.1菓子類」が:4.0%上昇する.こ

比較することにする(註6).本稿では「麦類J. れらの結果は.1製粉jが37.8%.1めん類jが'6.9

%. 1パン類」が6.7%.1菓子類」が'2.7%上昇す

衰2 原油・天然ガス価格上昇による価格波及効果 るという本稿の結果とほぼ一致している 結果が

部 rl 価税F車 ほほ一致するのは，伊藤 (2)が国産品価格と輸

1 石油製品 152.21 入財価格を同時に上昇させたためだと考えられる.

2 石油化学基礎製品 81.92 本稿の分析結果によれば，輸入穀物価格が上昇
3 石油化学系芳香族製品 70.臼

した場合に，国産財で価格上昇率が高い部門の多
4 都市ガス 66.73 
5 自家発電 47.34 くは食料関連産業であった.一方，原油・天然ガ

6 自家輸送(旅客自動車) 43.33 スの輸入価格が上昇した場合に，国産財の価格上
7 自家輸送(貨物自動車) 39.12 
8 塗装材料 35.75 
9 熱可塑性樹脂 32.62 表3 原油・天然ガス，穀物価格上昇による
10 環式中間物 30.76 価格波及効果
11 メタン誘導品 30.49 

価問F車12 脂肪族中間物 30.12 部 門

13 事業用電力 29ω 1 石袖製品 152.21 
14 合成ゴム 22.17 2 石油化学基礎製品 81.93 
15 再生資源回収・加工処理 20.23 3 石油化学系芳香族製品 70.64 
16 ソーダ工業製品 17.40 4 都市ガス 66.74 
17 熱供給業 16.61 5 自家発電 47.37 
18 その他の合成樹脂 15.67 6 自家輸送(旅客自動車) 43.33 
19 化学肥料 15.59 7 でん粉 43.31 
20 砂利・採石 14.91 B 自家輸送(貨物自動車) 39.12 
21 高機能性樹脂 羽田 9 飼料 37.国
22 窯業原料鉱物 13.44 10 製橋 36邸
23 砕石 13.40 11 塗装材料 35.76 
M その他の非金属鉱物 13.30 12 植物油脂 34.世宮
25 熱硬化性樹脂 13.17 13 熱可塑性樹脂 32.63 
26 その他の有機化学工業製品 12.76 14 環式中間物 30.77 
27 治海・内水面輸送 12.70 15 メタン誘導品 30.51 
28 航空輸送 12.19 16 脂肪族中間物 30.15 
29 板紙 11.81 17 その他の食用耕種作物 29.69 
30 合成績維 11.64 18 事業用電力 29.03 
31 可塑剤 11.42 19 合成ゴム 22.19 
32 外洋輸送 11.19 20 ぶどう糖・水晶め・異性化糖 21.73 
33 下水道 11.14 21 再生資源回収・加工処理 20.45 
担 道路貨物輸送 11ω 22 肉鶏 18.28 
35 圧縮ガス・液化ガス 10.94 23 ソ-~工業製品 17.41 
36 金属鉱物 10.57 24 豚 17.04 
37 海面漁業 10.57 25 熱供給業 16.61 
38 粗鋼(電気炉) 10.51 26 鶏卵 16.45 
39 洋紙・和紙 10.23 27 その他の合成樹脂 15.68 
40 合成染料 10.13 沼化学肥料 15.64 
41 セメント 10.ω 註1)3関部門中，価格上昇率カ''15%以上の部門を示す.

註1) 3曲部門中，価格上昇率が1O~祐以上の部門を示す.
註2)r原油・天然fのス輸J入，価「畳格類F」4，』借「豆，類2」7，倍「，そ1の9他倍の

註2)r原油・天然ifスjの輸入価格治哲'4.2倍になった時 食用耕種作物」
の価格上昇率を示す. 2.4'倍になった時の価格上昇率を示す.
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昇率が高い部門は原油・天然ガスを原料とする製

品であった.また，原袖・天然ガス，穀物の輸入

価格が上昇した場合においても，価格上昇率が高

い部門は原油・天然ガスを原料とする製品であっ

た.食料関連産業では穀物を直接加工する「でん

掛j， 1飼料j， 1製粉」の価格上昇率が高しそ

れぞれの価格上昇率は399部門中7番目， 9番目，

10番目となっていた.これより，食料関連産業は

全産業の中で原油・天然ガス，穀物の輸入価格の

上昇の影響が大きい産業であると考えられる.さ

らに，農林水産業に焦点を当てると， 1その他の

食用耕種作物」古羽.7%，1肉鶏」が18.3%，1豚」

が17.0%，1鶏卵jが16.4%となっており，価格上

昇率古吐5%以上の部門古司部門存在する.1肉用牛」

は15%以上ではないが， 14.7%と価格上昇率が高

い.したがって，食料関連産業において，食品産

業では大豆や麦， トウモロコシを置接加工する原

料加工部門，農林水産業では飼料を利用する畜産

部門で原油穀物の輸入価格上昇の影響が大きい

ことが分かる.

4.結蛤

本稿の謀題は，原油，穀物の輸入価格が上昇し

たことにより，国産財の生産価格がどの程度上昇

するかを産業連関分析の均衡価格決定モデルを用

いて分析し，国産財の生産価格への影響を評価す

ることであった.

本稿の分析により， 1.原油・天然ガスj，1麦類j，

「豆類j，1その他の食用耕種作物」の輸入価格が

それぞれ4.2倍， 2.7'倍， 1.9倍， 2.4倍になることで，

多くの部門で国産財の生産価格が上昇することが

確かめられ，それぞれの価格上昇率が明らかとな

った.その価格上昇率が非常に高いものは原油・

天然ガスを原料とする製品であり，具体的な価格

上昇率は「石油製品」が152.2%，1石油化学基礎

製品」が81.9%，1石油化学系芳香族製品」が70.6
%であった.さらに，食料関連分野も他の部門と

比較して価格上昇率が高い分野であることが明ら

かとなった.食料関連産業を食品産業と農林水産

業に分けてみると，食品産業では原料加工部門で

価格上昇率が寓<.1でん粉」が43.3%.1飼料」

が37.6%.1製粉Iが36.8%.1植物袖脂jが34.9
%.農林水産業では畜産部門で価格上昇率曲鳴く，

56 

「肉鶏」が18.3%，1豚」が17.0%.1鶏卵jが16.4
%であった.

(註1) 雑穀とはトウモロコシ，コウリャンを指す.

(註2) 本稿における価格波及効呆とは輸入財の価

格が上昇したときの，国産財の生産価格の上昇率

を指す.

(註3) 3鈎部門表は筆者が基本分類(行517X列405)

を以下のとおり統合して作成した.まず，基本表

の7桁の行コードの上から6桁固までが等しい部

門を統合する.さらに，列コ-)<が指定されてい

ない部門は，鉄屑を銑鉄に，非鉄金属屑をその他

の非鉄金属地金に統合した.

(註4) その他の食用耕種作物とは，雑穀(ソパ，

えん麦， トウモロコシ，アワ，ヒエ，キピ).泊

糧作物(ナタネ，ゴマ，オリープ).食用工芸作

物(コンニャク)を指す

(註5) 2∞3年8月から2008年8月までの5年間で，
原抽天然ガス，輸入小麦，輸入大豆，雑穀の価

格がそれぞれ320%.169%. 93%. 140%上昇し

ていることから，本稿では「原油・天然ガスJ.r麦
類J.r豆類J.rその他の食用耕種作物」の輸入価
格がそれぞれ4.2'倍.2.7-倍.1.9倍.2.4倍となった

影響を分析する.

(註6) 伊藤 (2)は産業連関表の4但部門表を用いて，

原油，農産物，鉱産物の価格上昇による価格波及

効呆を，永潰 (4)は産業連関表の188部門表を用

いて，穀物価格上昇による価格波及効果を分析し

ている.しかし，いずれの論文でも分析方法につ

いて明示されていない そこで，両論文の分析方

法を確認するために，園産品価格と輸入財価格が

同時に変化すると仮定して.r(I-A)-'型の逆行
列酎数(ママ)の該当部門の行ベクトルを自部門

との交点で割ることで外生化L.その行ベクトル
に価格上昇率を乗じたJ(内見(7))結果とそれ
ぞれの論文の結果を比較してみる.A<潰 (4)で

は「小麦等の穀物」の価格が10%上昇することで

「製穀・製粉jの価格が7.11%上昇， r大豆等のイ
モ・豆類」の価格が10%上昇することで「砂糠・

油脂調味料類jの価格が0.59%上昇.rトウモ
ロコシ等のその他の食用作物」が10~地上昇するこ

とで.r飼料・有機質肥料」の価格が1.95%上昇
するという結果を得ている そこで，本稿でも以

下に示すとおり同様の分析を試みた まず，基礎

分類を188部門に統合し，鉄屑部門を銑鉄・粗鋼

部門に，非鉄金属屑部門を非鉄金属製錬・精製部

門に統合して186部門表を作成した.186部門表に

おいて上記の手法を用いて「穀豊札「イモ・豆聾札
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「その他の食用作物」をそれぞれ10%上昇させて

得られた結果は， 7.02%， 0.56%， 1.97%であり，

永潰 (4)の結果とほぼ一致している.また，伊

藤 (2)においては基礎分類の統合方法が記歳さ

れていないため，基礎分類を以下のように統合し

て402部門表を作成後，比較を行った.本稿の399

部門表を作成後， ~Jベクトルにおいては「野菜」

を「野菜(路地)Jと「野菜(施設)Jに分割，さ

らに「海面漁業」を「沿岸漁劃と「沖合漁業J，
「逮洋漁業jに分割した.行ベクトルにおいては，

「麦類」を「小麦」と「大麦」に分離， r豆類」を
「大豆」と「その他の豆類」に分離， r原油・天然
ガス」を「原油」と「天然ガス」に分離した伊

藤 (2)では， r原油」の価格が上昇することで「製
粉」の価格が1.83%上昇1.-， r農産物」の価格が
上昇することで「製粉」の価格が36.20%上昇す

るという結果を得ているが，上記の方法を用い

た場合の結果はそれぞれ1.66%，32.77%であった

ため，伊藤 (2)の結果とほぼ一致している.し

たがって，伊藤 (2)と長演 (3)は国産品価格と

輸入財価格を同時に変化させたモデルを用いて分

析を行ったと考えられる.そこで，今回は統合後

の部門数がほぼ等しい伊藤 (2)の結呆と比較す

ることで，輸入財価格が上昇した結果仁国産品

価格と輸入財価格を同時に変化させた結果を比較

する
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